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『
秋
武
文
書
』（
山
田
区
の
秋
武
光
男

氏
所
蔵
）に
、
郡
役
所
が
野
間
村
の
彦

市
に
宛
て
た
文
書
が
あ
る
の
で
紹
介
す

る
。

　
　
彦
市
ニ
御
逢
之
御
衆

大
御
家
老　
　
黒
田
次
郎
太
夫
殿

　
御
家
老　
　
立
花
吉
右
衛
門
殿

　
御
家
老　
　
斎
藤
忠
兵
衛
殿

　
御
家
老
脇　
月
成
茂
左
衛
門
殿　

　
前
御
家
老　
黒
田
吉
左
衛
門
殿

　
前
御
家
老　
立
花
平
太
夫
殿

　
中
老　
遠
賀
郡
預
り

　
　
　
　
　
　
野
村
太
郎
兵
衛
殿

　
儒
者　
　
　
貝
原
久
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
八
郎
太
夫

　
　
　
　
　
正
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
野
間
村

　
　
　
　
　
　
　
　
彦
市
と
の

　
こ
の
文
書
は
、元
禄
７（
１
６
９
４
）

年
の
春
、
藩
庁
か
ら
善
行
者
表
彰
さ

れ
る
彦
市
に
、
藩
側
の
式
典
出
席
者

を
通
知
し
た
文
書
で
あ
る
。
大
家
老

（
大
老
）の
黒
田
次
郎
太
夫
重
敬
は
、

知
行
１
万
千
７
百
19
石
の
次
席
家
老

で
あ
る
。
ち
な
み
に
筆
頭
家
老
は
、

大
老
職
を
世
襲
す
る
三
奈
木
黒
田
家

の
黒
田
三
左
衛
門
一
貫
で
あ
る
。
家

老
の
立
花
吉
右
衛
門
増
弘
は
知
行
６

千
３
百
70
石
、
斎
藤
忠
兵
衛
貞
則
は

知
行
４
千
石
、
家
老
脇（
見
習
）の
月

成
茂
左
衛
門
重
治
は
知
行
２
千
石
で

あ
る
。
中
老
の
野
村
太
郎
兵
衛
祐
春

は
、
知
行
６
千
８
百
60
石
で
遠
賀
郡

の
統
轄
責
任
者
で
あ
る
。
儒
者
の
貝

原
久
兵
衛
篤
信
は『
養
生
訓
』や『
筑

前
国
続
風
土
記
』の
著
者
・
貝
原
益
軒

で
、
文
書
を
発
信
し
た
梶
原
八
郎
太

夫
は
遠
賀
郡
担
当
の
郡
奉
行
で
あ
る
。

　

次
に
、
彦
市
の
善
行
者
表
彰
に
関

す
る
史
料
を
列
挙
す
る
。
福
岡
藩
黒

田
家
の
記
録
で
あ
る『
黒
田
新
続
家

譜
』元
禄
７
年
の
条
に
、「
遠
賀
郡
野

間
村
彦
市
と
云
農
民
、
善
行
あ
る
に

依
て
、
褒
美
を
賜
は
る
。」と
あ
る
。

ま
た
、
寛
政
３（
１
７
９
１
）年
に
幕

府
が
全
国
の
善
行
者
を
集
録
し
た『
孝

義
録
』巻
43
筑
前
国
上
に
、「
奇
特
者
・

同
領
遠
賀
郡
野
間
村
・
百
姓
・
彦
一
・

四
十
八
歳
・
元
禄
七
年
褒
美
」と
あ

る
。
さ
ら
に
、『
筑
前
孝
子
良
民
伝
』

に
、「
遠
賀
郡
野
間
村
の
農
民
彦
一
、

上
を
う
や
ま
ひ
、
公
役
を
つ
ゝ
し
み
、

両
親
に
孝
を
盡
し
、
下
人
に
憐れ

ん

憫び
ん

を

加
へ
、
人
に
交
る
事
信
実
に
し
て
、

甚は
な
は
だ

耕
作
に
心
を
用
ゆ
、
善
行
福
岡
に

聞
え
て
、
元
禄
七
年
の
春
、
褒
賞
と

し
て
八は

ち

木ぼ
く

十
俵
賜
る
。」と
あ
る
。『
遠

賀
郡
誌
』は
、「
孝
子
野
間
村
農
彦
一
、

姓
は
白
石（
現
戸
主
与
市
）家
世
々
農

を
業

な
り
わ
いと

し
上
を
敬
ひ
公
役
を
つ
ゝ
し

み
、
両
親
に
孝
を
尽
し
人
に
憐れ

ん

憫び
ん

を

加
へ
、
人
に
交
る
事
信
実
に
し
て
尤

も
耕
作
に
心
を
用
ゆ
、
其
善
行
福
岡

に
聞
え
元
禄
七
年
の
春
褒
美
と
し
て

八は
ち

木ぼ
く

拾
俵
を
賜
は
る
。」と
記
す
。

　

右
の
史
料
で
、
名
前
を
彦
市
又
は

彦
一
と
記
す
が
同
一
人
物
で
あ
る
。

褒
賞
八は

ち

木ぼ
く

10
俵
の
八
木
は
、
米
の
異

称
で
、
米
の
字
を
２
字
に
分
解
し
て

八
木
と
記
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

筑
前
俵
で
米
10
俵
は
、
玄
米
３
石
３

斗
の
こ
と
で
あ
る
。

　

元
禄
７（
１
６
９
４
）年
の
春
、
福

岡
藩
か
ら
善
行
者
表
彰
さ
れ
る
野
間

村
の
彦
市
に
山
田
触
大
庄
屋
、
野
間

村
の
庄
屋
・
組
頭
が
付
添
い
、
藩
庁

に
出
向
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
式
典
で

は
、
藩
政
担
当
の
重
臣
列
座
の
中
、

抜
群
な
る
善
行
を
表
彰
さ
れ
米
10
俵

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

野
間
村
の
孝
子
・
彦
市

第448回第454回

を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
遠
賀
郡
誌
』は
後
段
で
、「
彦
一

‥
‥
の
行
状
右
に
止
ら
ず
、
必
ず
善

行
の
逸
事
も
多
か
る
可
け
れ
ど
も
多

く
の
歳
月
を
経
て
尋
ぬ
る
に
よ
し
な

け
れ
ば
該が

い

編へ
ん

の
ま
ゝ
を
記
し
ぬ
。」と

記
載
し
て
い
る
。
白
石
彦
市
さ
ん
の

善
行
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
筑

前
領
民
の
模
範
と
す
る
善
行
だ
っ
た

こ
と
は
、
史
料
が
証
明
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

新岡垣
風土記

※イベントなどは中止または延期になることがあります。開催されるかどうか分からないときは、担
当課または主催者に問い合わせてください。

▶
「
秋
武
文
書
」彦
市
宛
文
書
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